
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ｢今や、ＰＣ端末は鉛筆やノートと並ぶ 
マストアイテムです。仕事でも家庭でも、

社会のあらゆる場所でＩＣＴの活用が日常のものとなっています。 社会を生き抜く力を育
み、子供たちの可能性を広げる場所である学校が、時代に取り残され、 世界からも遅れた

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

R3．10．29（金） №26小栁 弘志 

                 先週号の続きです。最近の学校行事を紹介します。 

 
こんなことがありました NO2 

              生徒の８割がスクールバスで通って 
いますが、次のようなことが、最近あ 

ったそうです。｢送り｣の際、左図のように 

バスを降りてから、前を横切って道路を横 
断する生徒が多いそうです。スクールバス 
の後ろにいる自動車の運転手からすると、 
バスが一時停止しているので進行方向に追 
い越しにかかります。帰りの時間はすでに 
暗くなっており、大変危険です。道路から 
停留所の反対側に横切る場合は、必ずバス 
が発車して見通しが良くなったあとに横断

してください。また、来週１１月１日(月)から、スクールバスの第２便の学校発車時刻が
１８時１５分に変わります。よろしく対応お願いします。 

スクールバスのドライバーさんから 

10月 20日(水)なかよし交流会 

コロナ以前は阿蘇郡市の小中学校で集まり、交流会
を開いていましたが、今年度はコロナ禍の状況を考え
て中学校区というまとまりごとに行われました。本校

と、白水小学校、久木野小学校、南阿蘇西小学校、合
わせて４校でそれぞれの学校から活動の様子や紹介を
行いました。役割分担をして、電子黒板画面に向かっ

て本校の様子をそれぞれに発表している様子です。 

10月 21日(木)阿蘇郡市中体連駅伝競技大会 

阿蘇山の中岳噴火の翌日、天候も曇時々小雨という状
況で開催が心配されましたが無事実施されました。写真
は女子スタート、男子スタート、女子表彰の様子です。 

９月末に選抜された女子１２人、男子１４人(陸上８人、
サッカー部２人、野球部２人、剣道部４人、バレー部２
人、テニス部３人、バスケ部３人、バド部１人、非所属

１人)で練習を重ね、当日は女子５区間、男子６区間で
たすきを繋ぎました。結果は女子４７分３７秒で総合３
位。男子１時間１１分５９秒で総合６位でした。 

10月 28日(木)村長講話(３年生) 

５時間目に体育館で行いました。３年生は高校説明
会も終わり、来週から 11月を迎え、希望校決定、受験
と続きます。義務教育を終えて次のステージに自信を

持って旅立ってほしいという吉良村長様の思いから
｢誇りに思ってもらいたいこと｣という演題で話して
いただきました。たくさんのデータをもとに南阿蘇村、

そしてそこで暮らしていた人々は素晴らしいという話
をしていただきました。生徒の感想が楽しみです。 

スマホ･タブレットの管理について 

裏面に続く。 



ままではいられません。｣というＧＩＧＡスクール構想に基づいて、教育委員会より１人１

台のタブレットが授業で使えるようになり、家庭への持ち帰りもできるようになりました。   
また、ご家庭によっては、生徒にスマホを買い与えている家庭もあると思いますが、非

常に便利なために、子どもたちが欲望に負けて加害者になることが全国で起きています。
そして、その被害者も出ています。下の文章は熊本県から出ている文書です。学校でも生
徒に注意を呼びかけますが、各ご家庭でも、ＩＣＴ機器の有用性と、危険性について話題
にされてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


